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Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
管
内
に
て
運
営
し

て
い
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
セ
ル
フ
島
内
Ｓ
Ｓ
が
、

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
新
ブ
ラ
ン
ド
Ｓ
Ｓ「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ

Ｓ 

Ｅ
ｎ
ｅ
Ｊ
ｅ
ｔ
」
と
し
て
３
月
15
日
㈪

に
再
始
動
し
ま
し
た
。
長
野
県
内
Ｊ
Ａ

－

Ｓ

Ｓ
で
は
、
ア
グ
リ
し
の
の
い
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
に

続
く
２
号
店
と
な
り
ま
す
。

　
「
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ 

＆ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
ｅ

ｎ
ｔ
」（
ス
マ
ー
ト
＆
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ト
）

を
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
今
ま
で
以

上
に
清
潔
さ
快
適
さ
に
こ
だ
わ
り
、
み
な
さ

ま
が
ご
利
用
し
や
す
い
ス
タ
ン
ド
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
お
支
払
い
は
、非
接
触
型
決
済
ツ
ー
ル「
Ｅ

ｎ
ｅ
Ｋ
ｅ
ｙ
」
の
ご
利
用
で
、
安
心
し
て
給

油
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
洗
車
機
２
台
、
高
圧
ジ
ェ
ッ
ト
洗
浄

機
１
台
、
こ
れ
か
ら
の
強
い
日
差
し
を
避
け

ら
れ
る
屋
根
付
き
拭
き
上
げ
ス
ペ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　
３
月
19
日
㈮
か
ら
31
日
㈬
ま
で
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
期
間
中
は
約
５
，

５
０
０
台
が
来
店
・
給
油
し
て
い
た
だ
き
、

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
楽
し

い
企
画
や
組
合
員
様（
お
客
様
）
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
近
く
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ

－

Ｓ

Ｓ
」
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
最
高
の
笑

顔
で
心
よ
り
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

SS協同経営課

ハ
イ
ラ
ン
ド
セ
ル
フ
島
内
Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ 

Ｅｎｅ
Ｊｅ
ｔ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
2
0
0
2
年
３
月
に
白
馬
村
に
設
置
さ
れ

た
全
農
長
野
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー
は
、

県
下
の
養
豚
農
家
へ
肥
育
素
子
豚
を
供
給
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｆ
農
場（
日
本

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
協
会
認
定
）
で
す
。
母
豚
９
４
０

頭
を
飼
育
し
、
年
間
約
２
万
２
千
頭
の
子
豚

を
、
隣
接
す
る
「
白
馬
ア
ル
プ
ス
Ｓ
Ｐ
Ｆ
肥

育
農
場
」
な
ど
県
下
７
農
場
へ
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
農

場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
構
築
の
検
討
を
開
始
し
、

２
０
１
９
年
12
月
に
推
進
農
場
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
順
次
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
、
２
０
２
０
年
10
月
に
シ
ス
テ
ム

が
完
成
し
、
認
証
審
査
の
申
請
を
行
い
ま
し

た
。
同
年
12
月
に
文
書
審
査
が
終
了
し
、

２
０
２
１
年
１
月
18
日
に
現
地
審
査
が
実
施

さ
れ
、
２
月
24
日
に
認
証
を
取
得
、
認
証
書

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
（
＝
写
真
）。
シ
ス
テ

ム
の
構
築
開
始
か
ら
取
得
ま
で
の
間
に
松
本

家
畜
保
健
衛
生
所
、
長
野
県
畜
産
会
の
皆
様

に
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
制
度
は
、

２
０
０
９
年
８
月
に
農
林
水
産
省
・
消
費
安

全
局
が
公
表
し
た
認
証
基
準
に
基
づ
い
て
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
基

準
は
、
１
章
か
ら
７
章
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
当
初
か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

経
営
者
が
「
衛
生
管
理
方
針
」
を
作
成
し
、

職
員
や
供
給
者
及
び
出
荷
先
に
周
知
す
る
こ

と
か
ら
開
始
し
、
各
章
の
構
築
を
進
め
ま
し

た
。
当
初
は
、
職
員
の
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
研
修
会
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
会
議
の
回
を
重

ね
る
と
と
も
に
取
り
組
み
姿
勢
が
積
極
的
に

な
り
ま
し
た
。
作
業
工
程
の
基
と
な
る
行
程

一
覧
図
や
工
程
内
作
業
分
析
シ
ー
ト
の
作
成

は
、
各
部
門
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
進
め

ま
し
た
が
、
養
豚
の
繁
殖
部
門
は
工
程
が
多

く
、
分
析
シ
ー
ト
は
57
項
目
と
な
り
、
作
成

に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

は
、
各
工
程
で
発
生
す
る
危
害
要
因
を
分
析

し
、
継
続
的
・
集
中
的
に
監
視
・
記
録
す
る

こ
と
で
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
危
害
防
止
の
た
め
の

必
須
管
理
点（
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）
は
、
注
射
針
の
残

留
と
抗
菌
製
剤
の
残
留
の
二
項
目
を
設
定
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
構
築
中
に
国
内
で
豚
熱
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
衛
生
管
理
の
強
化
に
職
員
の

関
心
が
高
ま
り
、
農
場
内
の
研
修
会
で
は
有

意
義
な
論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
構
築
に
よ
り
飼
養
衛
生
管
理
基

準
の
改
正
に
も
効
率
的
に
対
応
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
職
員
が
協
力
し
、
シ
ス
テ
ム
の
改

善
を
継
続
的
に
進
め
、
衛
生
管
理
や
生
産
性

を
さ
ら
に
高
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
２
月
現
在
の
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

認
証
農
場
は
全
国
で
３
２
２
農
場
で
、
長
野
県

は
６
農
場
で
す
。
こ
の
う
ち
養
豚
農
場
は
全
国

で
1
１
３
農
場
で
、
長
野
県
は
当
セ
ン
タ
ー
を

含
め
３
農
場
の
み
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
農
場

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
取
得
を
き
っ
か
け
に
県
内
養

豚
農
場
な
ど
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
取
得
が
さ
ら

に
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

全
農
長
野
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
繁
殖
セ
ン
タ
ー

農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
取
得
の
取
組
み

　 全農長野ＳＰＦ豚繁殖センターの衛生管理方針 　
１．�ＳＰＦ豚認定農場である全農長野ＳＰＦ豚繁殖センターは、肥育素子

豚供給養豚農家の生産性向上のため、健康で安全なＳＰＦ肥育素子
豚を生産・供給することを使命といたします。

２．�農場職員一丸となり農場HACCP手法に基づく衛生管理システムを
構築し、維持・見直し・改善を進めることにより、肥育素子豚供給
農家からのさらなる信頼を得るとともに健康で安全な豚肉生産に
寄与していきます。

３．�私たちは、健康で安全な肥育素子豚を養豚農家に安定して供給す
ることにより安全な豚肉生産に寄与し、社会貢献いたします。

４．�私たちは、安全で健康な肥育素子豚を生産・供給するため、農場
HACCP認証基準に基づいた衛生管理システムを構築し、維持し、
継続的改善を行い、必要に応じて
更新することに努めます。

５．�私たちは、衛生管理方針、関係法
令、条例、規則及び養豚農家が求
める要求事項を遵守します。

６．�私たちは、全従業員に衛生管理方
針を周知徹底するとともに、毎年、
飼養衛生管理向上目標を定め、目
標達成のため従業員の衛生管理知
識と飼養管理技術向上研修会や外
部・内部コミュニケーション活動の
取り組みを積極的に行います。
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野
菜
花
き
課

改
革
推
進・企
画
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
３
月
26
日
㈮
、
令
和
３

年
度
会
員
会
議
を
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
ア
ク

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル（
長
野
市
）
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
伊
藤
茂
運
営
委
員
会
会
長
が
議
長
を
務
め
、

御
子
柴
茂
樹
副
会
長
な
ら
び
に
嶌
田
武
司
県

本
部
長
が
「
令
和
３
年
度
事
業
計
画
」
を
説

明
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
事
業
計
画
要
旨

　
総
供
給
販
売
高
計
画
を
２
，

６
２
６
億
円
と
し
ま
す
。

　
「
農
業
振
興
事
業
」
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
と
プ
ロ
ダ

ク
ト
ア
ウ
ト
に
基
づ
く
農
業

振
興
を
す
す
め
、
多
収
性
や

労
働
生
産
性
が
高
ま
る
技
術

提
案
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
労
働
力
不
足
解
消
の
た

め
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
、

先
端
技
術
・
情
報
デ
ー
タ
の

活
用
・
普
及
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
「
生
産
販
売
事
業
」
は
、

需
要
動
向
を
踏
ま
え
た
総
合

品
目
に
よ
る
取
引
拡
大
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、
青
果
物

の
付
加
価
値
商
品
開
発
に
よ

る
顧
客
対
応
の
強
化
と
農
業

所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
物

流
改
善
や
効
率
的
輸
送
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
生
産
購
買
事
業
」
は
、
段
ボ
ー
ル
・
肥

料
の
規
格
集
約
・
見
直
し
、
大
規
模
農
家
へ

の
直
行
配
送
方
式
の
拡
大
、
低
価
格
モ
デ
ル

農
機
の
取
扱
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
の
発
注
・
仕
入
業
務
効
率
化
に
向
け
た

シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大
を
す
す
め
ま
す
。

　
「
畜
産
酪
農
事
業
」
は
、
生
産
基
盤
を
維

持
し
た
販
売
数
量
の
確
保
な
ら
び
に
県
本
部

生
産
農
場
の
機
能
発
揮
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
信
州
産
畜
産
酪
農
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
よ
る
販
売
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
生
活
事
業
」
は
、
農
業
用
燃
料
支
援
対

策
の
継
続
、
組
合
員
向
け
電
力
供
給
を
加
え

た
総
合
的
な
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
推

進
を
強
化
し
ま
す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
は
、

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対
応
し
た
利
用
提

案
を
す
す
め
ま
す
。

会
員
会
議
を
開
催

～
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
る
～

開会挨拶をする伊藤会長

事業計画を説明する御子柴副会長

事業計画の詳細を説明する嶌田県本部長

J
R
長
野
駅
・
松
本
駅
で
県
産
花
き
を
展
示

　
聖
火
リ
レ
ー
が
長
野
県
に
来
る
こ
と
に
合

わ
せ
、
4
月
1
日
㈭
よ
り
J
R
長
野
駅
在
来

線
改
札
口
横
お
よ
び
、
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
ウ
ェ
ル

カ
ム
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
3
年
度
の

県
産
花
き
展
示
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
示
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本　
長
野
支
社

様
の
ご
協
力
を
得
て
、
長
野
県
と
連
携
し
て

実
施
し
て
い
る
企
画
で
す
。
令
和
2
年
の
春
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る

イ
ベ
ン
ト
や
冠
婚
葬
祭
の
自
粛
に
伴
い
、
花

の
需
要
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
花
の
産

地
と
し
て
多
く
の
県
民
に
地
元
で
生
産
さ
れ

て
い
る
様
々
な
花
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
Ｊ
Ｒ
駅
で
の
展
示
を
始
め
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
新
年
度
最
初
の
展
示
は
春
休
み
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
生
や
子
供
を
は
じ

め
と
し
た
若
い
人
達
が
多
く
、
足
を
止
め
て

写
真
撮
影
さ
れ
て
い
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
関
係
者
に
よ
る
と
、
昨
年
度
の
展
示
で

も
写
真
を
撮
っ
て
S
N
S
に
ア
ッ
プ
す
る
方

が
お
り
、「
長
野
県
内
で
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
種
類
の
花
が
生
産
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」「
毎
週
楽

し
み
に
見
に
来
て
い
る
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　
新
年
度
の
展
示
で
も
出
荷
ス
タ
ー
ト
や
最

盛
期
な
ど
に
合
わ
せ
、
週
ご
と
に
品
目
を
入

れ
替
え
な
が
ら
花
を
紹
介
し
、
展
示
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
県
産
花
き
の

展
示
を
ス
タ
ー
ト

　
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、

県
産
花
き
の
展
示
を
始
め
ま
し
た
。
六
角
形

の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を
活
用
し
、
初
回
は
ア
ル

ス
ト
ロ
メ
リ
ア
の
展
示
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
マ
ッ
サ
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
、
ア
メ
ジ
ス

ト
、
バ
リ
な
ど
12
品
種
を
ガ
ラ
ス
の
花
瓶
に

生
け
て
飾
り
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
に
勤
務
す
る
職
員

や
ビ
ル
の
会
議
室
利
用
者
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
方
が
展

示
ケ
ー
ス

を
一
周
し

て
花
を
楽

し
ん
で
お

り
、
来
訪

さ
れ
た
方

の
一
人
が
、

「
花
は
癒
さ
れ
ま
す
ね
」
と
感
想
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
展
示
ケ
ー
ス
に
は
Ｊ
Ａ
タ
ウ
ン
で

販
売
し
て
い
る
花
の
購
入
サ
イ
ト
や
、
産
地

や
ア
レ
ン
ジ
方
法
が
わ
か
る
動
画
サ
イ
ト
を
、

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
で
掲
示
し
、
花
に
関
す

る
情
報
を
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　
翌
週
以
降
は
ダ
リ
ア
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
、

バ
イ
モ
ユ
リ
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
ア
リ
ウ
ム
な

ど
を
週
替
わ
り
で
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
県
産
花
き

の
良
さ
を
多
く
の
方

に
知
っ
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
場
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

長
野
県
産
花
き
の
展
示
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
ま
す

ＪＲ松本駅展示

ＪＲ長野駅展示

ダリア展示（JA長野県ビル）

アルストロメリア展示（JA長野県ビル）

デルフィニウムとバイモユリの展示（JA長野県ビル）
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生
活
課

　
「
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー

ク
」
が
1
9
7
1
（
昭

和
46
）
年
に
誕
生
し
、

今
年
で
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
誕
生
50
周
年
を
記
念

し
、
4
月
1
日
㈭
か
ら

6
月
30
日
㈬
ま
で
、
全

国
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
長
ら
く
ご
愛
顧

い
た
だ
い
て
い
る
利
用
者
へ
の
感
謝
と
、
こ

れ
ま
で
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
を
知
ら
な

か
っ
た
方
々
に
商
品
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
考
え
、「
あ
り
が
と
う
」
と
「
は
じ
め

ま
し
て
」
の
思
い
を
込
め
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
専

用
W
E
B
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
は
、

安
全
・
安
心
な
国
内
産
食
品
原

材
料
を
優
先
使
用
し
て
お
り
、

主
原
料
が
国
産
１
０
０
％
で
あ

る
も
の
に
の
み
「
国
産
愛
用
マ
ー
ク
」
の
表

示
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
食
品
添
加
物
は
摂
取
低
減
を
基
本
に
、
安

全
性
に
疑
い
の
あ
る
も
の
、
不
必
要
な
も
の

は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
商
品
特
性
上
や
む

を
得
ず
使
用
す
る
時
は
必
要
最
低
限
に
抑
え

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
に
優
し
い
商
品
の
開
発
を
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

す
で
に
開
発
し
た
商
品
に
つ
い
て
も
、
環
境

へ
の
負
荷
を
考
慮
し
て
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
は「
安
全・安
心
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
県
下
Ｊ
Ａ
共
同
購
入

や
A
コ
ー
プ
店
舗
で
取
り
扱
い
を
し
て
お
り

ま
す
。
開
発
以
来
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支

え
ら
れ
、
現
在
も
食
品
を
中
心
に
約

1
0
0
0
品
の
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

と
幸
い
で
す
。

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク

誕
生
50
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中
！

【応募方法】
①�下記ＵＲＬまたは掲載のＱＲコードよりキャン
ペーン専用応募サイトへアクセス！

　●キャンペーン専用サイト
　　https://www.acoopmark-cpn.jp
②�メールアドレスを登録しアンケートに回答、
　必要事項を記入し応募！
③�当選については、8月頃商品の発送を
　もって発表にかえさせていただきます。

アンケートに答えるだけ！
抽選で賞品ゲット♪

生
活
課

　
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
県
下
Ｊ
Ａ
で
は
「
エ
ー

コ
ー
プ
新
茶
」
の
重
点
推
進
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
新
茶
は
4
月
下
旬
か
ら
5
月
中
旬
に
茶
摘

み
さ
れ
た
『
一
番
茶
』
の
新
芽
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
お
茶
の
味
は
、テ
ア
ニ
ン（
旨
味
）、

カ
テ
キ
ン（
渋
味
）、
カ
フ
ェ
イ
ン（
苦
味
）

の
3
要
素
の
出
具
合
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
年
初
め
て
萌
芽（
ほ

う
が
）
し
た
芽
を
摘
む
一
番
茶
は
テ
ア
ニ
ン

が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
二
番
茶
と
比
較
し

て
苦
味
が
少
な
く
ま
ろ
や
か
な
旨
味
と
味
わ

い
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
茶
を
入
れ
る
際
、
お
湯
が
高
温

す
ぎ
る
と
渋
味
や
苦
味
が
出
す
ぎ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
、
お
湯
を
急
須
に
入
れ
る
前
に
は

70
度
程
度
ま
で
湯
冷
ま
し
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。（
ポ
ッ
ト
の
お
湯
を
茶
碗
に

入
れ
、
約
60
秒
で
温
度
は
70
度
近
く
ま
で
下

が
り
ま
す
）

　
こ
の
時
期
に
し
か
味
わ
え
な
い
さ
わ
や
か

な
香
り
を
ど
う
ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
商
品
外
装
の
バ
ー
コ
ー
ド
で
ご
応

募
い
た
だ
け
る
エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
誕
生
50

周
年
の
「
新
茶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
開
催
中

で
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

「
エ
ー
コ
ー
プ
新
茶
」 

ご
予
約
承
り
中
！
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
大
阪
販
売
事
務
所
は
、
１
月
16
日
㈯
か

ら
３
月
31
日
㈬
ま
で
、
関
西
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
ベ
イ

コ
ム
、
ジ
ェ
イ
コ
ム
ウ
エ
ス
ト
、
ち
ゅ
ピ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ひ
ろ
し

ま
で
、
５
分
間
の
き
の
こ
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
シ
ャ
ル
番
組
を

合
計
１
２
６
回
放
送
し
ま
し
た
。

　
視
聴
者
か
ら
は
「
き
の
こ
は
冷
凍
し
た
方
が
う
ま
味
が

ア
ッ
プ
す
る
と
は
驚
き
ま
し
た
」「
一
人
暮
ら
し
で
余
り

が
ち
な
の
で
、
次
回
か
ら
冷
凍
保
存
を
試
し
て
み
た
い
」

「
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
き
の
こ
情
報
を
知
り
た
い
の
で
、

ぜ
ひ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
、
多

く
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

関
西
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

き
の
こ
の
イ
ン
フ
ォ
マ
ー
シ
ャ
ル

番
組
を
放
送

き
の
こ
課

　
き
の
こ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
付
い
て
い
る
信
州
三
ツ
山
マ
ー

ク
を
集
め
て
応
募
す
る
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
「
き
の
こ
亭
」
と
題
し
令
和
4
年
2
月
に

か
け
て
４
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。「
レ
ン
チ
ン
で
簡
単
」

や
「
信
州
の
お
ス
ス
メ
食
材
」
な
ど
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、

季
節
に
沿
っ
た
レ
シ
ピ
と
購
入
意
欲
を
刺
激
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
商
品
を
用
意
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
応
募
は

が
き
に
は
、
栄
養
素
な
ど
の
き
の
こ
の
お
役
立
ち
情
報
を

掲
載
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
信
州

力
ド
ッ
ト
コ
ム
」
へ
誘
導
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
に
掲

載
す
る
レ
シ
ピ
は
、
料
理
中
に
読

み
取
り
や
す
い
よ
う
に
、
１
つ
の

レ
シ
ピ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

画
面
内
に
収
ま
る
レ
イ
ア
ウ
ト

を
取
り
入
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ご

と
に
３
つ
の
レ
シ
ピ
を
提
案
し

ま
す
。
レ
シ
ピ
考
案
は
、
長
野
市

在
住
で
食
を
と
お
し
て
親
子
関

係
を
良
好
に
す
る
な
ど“
キ
ッ
チ

ン
育
児
”を
発
信
す
る
簡
単
レ
シ

ピ
研
究
家
、ぴ
あ
ん（
大
口
知
子
）

さ
ん
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
は
、
こ

れ
ま
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
人

気
が
高
か
っ
た
「
信
州
産
牛
肉
」「
旬
の
県
産
果
実
」「
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
」
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
第
１
弾
の

締
め
切
り
は
、
６
月
15
日
㈫
で
す
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
連
動
し
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

に
写
真
を
投
稿
す
る
「
撮
っ
て
！
も
ら
お
う
！
Ｗ
Ｅ
Ｂ

フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
開
催
中
で
す
。
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
設
ア
カ
ウ
ン
ト「
@

s
h
i
n
s
h
u
m
u
s
h
r
o
o
m
s
」
を
フ
ォ
ロ
ー

し
、
信
州
き
の
こ
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
写
真
に

「
＃
し
ん
し
ゅ
う
き
の
こ
」
を
つ
け
て
投
稿
す
る
と
、
入

賞
者
５
名
様
に
き
の
こ
セ
ッ
ト
な
ど
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

期
間
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
き
の
こ
課
で
は
今
後
も
、
年
間
を
と
お
し
て
き
の
こ
を

お
使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
、
食
べ
方
は
も
ち
ろ
ん
栄
養
素

や
保
存
方
法
な
ど
の
お
役
立
ち

情
報
を
発
信
し
、
消
費
拡
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
阪
販
売
事
務
所

カ
ラ
ダ
に
、コ
コ
ロ
に
、お
い
し
い
！「
き
の
こ
亭
」開
店
！

き
の
こ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
し
た

令和２年度　定年退職者紹介

令和３年度　新採用職員紹介

■３列目左から　　駒井悠人、小松陸、酒井達也、垣内岳、王鷲ひかり、長田恒
■２列目左から　　松原桃子、半田ゆめの、藤巻遼平、小口あい、関友彰、中野純怜、依田志織、中嶋悠貴
■１列目左から　　�阿部真己、中野里菜、人事担当部長、嶌田県本部長、伊藤会長、長谷川副本部長、人事担当課長、
　　　　　　　　　呉羽　駿、原　晃二郎
� 対象者は太字で表記

■２列目左から　　�北村実、堀内昌彦、湯本豊、中澤和夫、小林寛久	
■１列目左から　　�島津義典、山﨑邦雄、嶌田県本部長、伊藤会長、長谷川副本部長、外谷昌幸、武井浩三
� 対象者は太字で表記

放送した動画は
こちらからも
ご覧いただけます
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令和2年度3月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

( 単位：百万円、％ )

区分
部門 実　績 計画比 前年比

野 菜 種 苗 セ ン タ ー 188 85 94 

生 産 振 興 部 計 188 85 94 

米 穀 18,146 93 93 

果 実 38,208 108 109 

野 菜 花 き 59,206 89 100 

き の こ 20,085 91 103 

営 業 14,672 92 111 

生 産 販 売 部 計 150,317 94 103 

包 装 資 材 8,038 88 95 

生 産 資 材 14,634 97 98 

農 業 機 械 8,580 119 126 

施 設 住 宅 4,304 86 63 

生 産 購 買 部 計 35,557 98 96 

畜 産 12,016 94 93 

三 岳 牧 場 249 88 78 

SPF 繁 殖 セ ン タ ー 307 100 100 

酪 農 18,936 102 102 

八 ヶ 岳 牧 場 229 88 95 

畜 産 酪 農 部 計 31,737 99 98 

燃料・ホームエネルギー 22,299 78 88 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 7,716 86 73 

生 活 9,324 82 81 

生 活 部 計 39,339 80 83 

長 野 県 本 部 計 257,137 93 98 
（内部販売高含む）

5月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

5/26（水）
11：50

SBC
ラジオ

坂ちゃんの
ずくだせえぶりでい内
「暮らしの応援団」

きのこ課

▶�次号は、事業取扱高が3,000億円を突破した
昭和51年（1976年）の事業報告を掲載します。

■材料（2人分）

　

例
年
よ
り
暖
か
い
日
が
続
き
、早
い
春
を
迎

え
て
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。新
し
い
環
境

で
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。生
活
環
境
が
変
わ
る
こ
と
は
コ
ロ
ナ

禍
も
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
伴
い
ま
す
が
、

春
の
芽
吹
き
と
と
も
に
1
日
も
は
や
く
穏
や

か
な
日
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　

さ
て
、3
月
21
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
第
3
波
に
対
す
る
４
都
県
で
の
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
、早
期
の
終
息
が
期
待
さ
れ

ま
し
た
が
、そ
の
後
も
全
国
的
に
感
染
拡
大
が

続
き
、4
月
5
日
か
ら
は
大
阪
府
な
ど
に
「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」が
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
長
野
県
で
は
北
信
・東
信
地
区
を
中
心

に
感
染
拡
大
が
続
き
、感
染
警
戒
レ
ベ
ル
が
引

上
げ
ら
れ
、さ
ら
に
は
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。引
き
続
き
感
染
予

防
対
策
の
基
本
で
あ
り
ま
す
3
密
の
回
避
、マ

ス
ク
の
着
用
、手
洗
い
な
ど
を
地
道
に
実
行
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。未
だ
今
後
の
見
通
し
も

つ
か
ず
不
安
な
毎
日
を
送
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、ワ
ク
チ
ン
の
早
期
接
種
、普
及
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。と
は
い
え
、接
種
で
き

る
の
は
一
体
い
つ
に
な
る
の
か
…
。

　

さ
て
、今
年
も
18
名
の
新
採
用
職
員
と
2
名

の
キ
ャ
リ
ア
採
用
職
員
の
「
新
し
い
力
」を
加

え
、新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。皆
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
き
、前
に
進
ん
で
い
く
力
強
さ
を
感

じ
な
が
ら
、ふ
と
30
年
前
の
自
分
の
姿
を
重
ね
、

忘
れ
か
け
て
い
た
当
時
の
気
持
ち
を
思
い
出

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
元
気
な
あ
い
さ
つ
」

そ
し
て
「
笑
顔
」！
新
人
の
皆
に
負
け
ず
に
率

先
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。�

（
T
）

▶ S51.1.1発刊

S50.5.1発刊▶

　　旨みたっぷり
きのこのキーマカレー

レンチン
でＯＫ！

ワンポイント
・

アドバイス

■作り方
①�えのきたけ、ぶなしめじ、エリンギは細かく刻む。
②�耐熱ボウルに★を入れて軽くかき混ぜる。
③�ラップをして電子レンジ 600Wで6分加熱する。
④�一度取り出して、かき混ぜ、再びラップをして電子レ
ンジ 600Wで5分加熱する。一人分ずつ加熱すると
上手に仕上がります。

⑤取り出して、熱いうちにかき混ぜ、盛る。

★えのきたけ・・・・・・・・ 60g
★エリンギ・・・・・・・・・・・1本
★鶏ひき肉・・・・・・・・・ 120g 

★塩コショウ・・・・・・・・適量 

★カレー粉（市販のカレールーを使う場合はすりおろして）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 大さじ2
★ニンニク（すり下ろしまたはチューブ）・・・・・・・小さじ2/3
★ショウガ（すり下ろしまたはチューブ）・・・・・・・小さじ2/3 

ご飯（またはレタス）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 適宜 

★ぶなしめじ・・・・・・・ 100g
★トマト水煮・ ・・・・・・ 160g
★ミックスビーンズ・・・・80g 

★水・ ・・・・・・・・・・・ 大さじ4 

JA全農長野
【公式】グリーンレーダー ＠ja_greenradar

グリーンレーダーの
ツイッターを始めました
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JA 全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp
インターネットで産地直送「JA タウン」 https://www.ja-town.com
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